
　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」の
製
造・販
売
を
企

画
、す
で
に
10
件
を
超
え
る
銘

柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。一
般

社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。一

般
財
団
法
人
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
い
す
み
」代
表
。

天
に
星
、

 
地
に
花
、人
に
愛

　
毎
月
第
３
水
曜
日
の
午
後
１
時
半
、

千
葉
県
松
戸
市
の
み
の
り
台
駅
前
の
市

民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）
に
30
～
40
人

が
参
集
す
る
。
参
加
者
の
年
齢
を
合
計

で
始
ま
り
、
つ
ぎ
に
小
山

会
長
の
挨
拶
と
な
る
。
二

人
は
と
も
に
高
知
県
の
出

身
、さ
す
が
「
よ
さ
こ
い
」

き
」ほ
か
３
作
を
朗
読
し
た
。
筆
者
も
、

愛
好
し
て
い
る
茨
木
の
り
子
が
本
会
で

も
朗
読
・
周
知
さ
れ
た
こ
と
は
、
嬉
し

い
。

は
「
人
間
は
表
現
す
る
動
物
で
あ
る
」

と
い
う
宣
言
を
し
て
い
る
。

　
表
現
の
手
段
と
し
て
は
、
朗
読
を
最

初
に
掲
げ
て
い
る
。
高
齢
者
と
は
そ
の

宣
言
に
は
記
し
て
い
な
い
が
、
口
角
を

動
か
し
て
表
現
す
る
方
法
の
一
つ
で
あ

る「
朗
読
」は
、多
く
の
参
加
者
に
と
っ

て
有
効
な
健
康
維
持
法
と
な
る
。
ま

た
、
こ
の
会
に
毎
月
出
席
参
加
す
る
こ

と
が
、
そ
れ
自
体
が
有
効
な
シ
ゲ
キ
と

な
る
。

　
こ
の
会
の
ル
ー
ツ
は
、
実
は
隣
駅
・

八
柱
の
喫
茶
店
主
と
異
普
奇
会
の
堀
川

静
雄
会
長
の
会
話
で
あ
っ
た
。
松
戸
市

民
と
街
の
活
性
化
を
目
指
し
た
取
り
組

み
で
と
し
て
、
先
述
の
「
宣
言
」
に
あ

る
よ
う
に
人
間
の
も
つ
表
現
力
に
シ
ゲ

キ
を
与
え
る
発
表
の
場
の
提
供
を
思
考

茨
木
の
り
子
の
詩
作
を
取
り
上
げ
た
。

99
回
で
は
、「
大
男
の
た
め
の
子
守
唄
」

ほ
か
３
作
、
１
０
０
回
で
は
、
代
表
作

　「
わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と

　
２
番
手
は
、
恵
風
琴
景
さ
ん
。
い
つ

も
和
装
で
、
世
相
寸
評
の
〈
つ
か
み
〉

の
ト
ー
ク
の
後
、
関
連
し
た
題
材
を
詩

吟
で
表
現
す
る
。
そ
の
構
成
と
節
回
し

に
は
、
長
年
の
吟
詠
歴
が
裏
打
ち
さ
れ

て
い
る
。

　
つ
づ
い
て
、
本
多
清
さ
ん
、
75
歳
。

実
は
三
島
由
紀
夫
の
「
楯
の
会
」
の
第

１
期
生
。
１
０
０
回
の
会
で
は
、
特
別

に
三
島
と
の
係
わ
り
や
教
え
、
秘
話
に

つ
い
て
当
時
を
述
解
し
た
。
本
多
氏
は

数
字
の
語
呂
合
わ
せ
＆
意
味
づ
け
の
名

人
で
も
あ
る
。多
士
済
々
の
会
で
あ
る
。

（
つ
づ
く
）

た
い
わ
ゆ
る
高
齢
者
の
心
に
は
響
き
そ

う
で
あ
る
。
そ
の
原
点
は
、『
滝
口
入

道
』
で
知
ら
れ
る
明
治
の
文
豪
・
高
山

樗
牛
の
「
天
に
あ
り
て
は
星
、
地
に
あ

り
て
は
花
、
人
に
あ
り
で
は
愛
、
こ
れ

世
に
美
し
き
も
の
の
　
最
た
ら
ず
や
。」

に
あ
る
。
武
者
小
路
実
篤
が
こ
れ
を
書

画
と
と
も
に
短
く
表
現
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

世
代
で
は
な
く
文
字
世
代
の
参
加
者
に

は
、
至
幸
の
表
現
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、「
朗
読
と
文
学
の
会
」は
、

恒
例
＆
高
齢
行
事
と
し
て
、
な
お
シ
ゲ

キ
と
至
幸
を
求
め
て
実
に
８
年
以
上
も

継
続
し
て
き
た
。
こ
の
間
、
発
起
人
の

二
人
は
、
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
た
。
現

在
は
、
小
山
勝
氏
が
二
代
目
会
長
と
し

て
、
幹
事
の
久
保
田
賢
三
氏
と
と
も
に

本
会
を
導
い
て
い
る
。

の
県
民
性
で
、
場
が
明
る
く
な
る
。

　
朗
読
の
表
現
者
と
し
て
は
ま
ず
朗
読

家
・
田
中
泰
子
さ
ん
が
登
場
す
る
。
99

～
１
０
１
回
に
は
、特
別
記
念
と
し
て
、

参
加
者
の
顔
ぶ
れ

　
今
年
の
７
月
19
日
、
８
月
23
日
　

は
、
当
会
の
第
99
回
、
１
０
０
回
と
い

う
記
念
の
回
を
迎
え
た
。
９
月
20
日
は

１
０
１
回
と
な
る
。そ
こ
で
以
下
に
は
、

最
近
の
本
会
で
表
現
活
動
し
て
い
る

方
々
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
紹
介
し
た
い
。

　
通
例
、
久
保
田
幹
事
の
軽
快
な
司
会

輪
が
広
が
っ
た
。

　
冒
頭
の
小
見
出
し
の「
天
、

地
、
人
」
は
、
歳
月
を
重
ね

し
た
。
こ
れ
が
長
く
継
続
し
て
い
る
要

因
に
は
、
表
現
が
合
目
的
で
あ
っ
た
こ

と
の
ほ
か
、
二
人
の
熱
意
と
人
柄
、
そ

し
て
懇
親
会
と
い
う
憩
い
の
場
の
作
用

も
貢
献
し
、
次
第
に
参
加
者
を
増
や
し

す
る
と
、
２
０
０
０
歳
を
超
え
る
そ
の

会
合
は
、
今
年
８
月
に
通
算
１
０
０
回

を
数
え
た
。
二
つ
の
数
字
を
掛
け
算
す

る
と
、
延
べ
20
万
歳
と
な
る
。
平
た
く

言
え
ば
、
人
生
を
顔
や
身
体
に
刻
ん
だ

人
々
が
互
い
を
知
る
た
め
に
繰
り
返
し

て
き
た
歳
月
が
20
万
年
と
し
た
。

　
集
ま
る
目
的
は
、
自
己
の
存
在
を
表

現
す
る
た
め
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
会
で

１
０
０
回
を
数
え
た
松
戸
で
の「
朗
読
と
文
学
の
会
」（
上
）

第100回記念の会場風景（8月23日）

茨木のり子の朗読／田中泰子

詩
吟
で
表
現
／
恵
風
琴
景

「
楯
の
会
」
の
当
時
を
述
解
／
本
多
清
　


